


おもな天文現象 「天文年鑑 2020」より抜粋
４月 １日 上弦
    ４日 清明（太陽の黄経が 15°になる） 
    ８日 満月 
   １５日 下弦 
   １９日 穀雨（太陽の黄経が 30°になる） 
   ２３日 新月 
   ２８日 金星が最大光度（ 4.5 等）  

夜空はすっかり春の装い。北の空には有名な北斗
七星が目立ちます。その北斗七星は、おおぐま座の
しっぽの部分。そのしっぽの曲線を伸ばしていく
と、うしかい座の一等星アルクトゥールス、おとめ
座のスピカが見つけられます。アルクトゥールスは
その黄色い輝きから麦星、スピカは青白い輝きから
真珠星と呼ばれています。その２つの星と、しし座
のしっぽにある二等星デネボラで「春の大三角」が
結べます。この三角の中には、昨年、ブラックホー
ルシャドーの撮影で話題になった楕円銀河 M87 が
あります。そのほかにも、地球から何千光年も離れ
たところにある系外銀河がたくさんあることが分か
っています。 
 春の星空は、天の川がなくてちょっと寂しい気も
しますが、天の川が邪魔しない分、私たちのいる天
の川銀河の外側の世界が見られるチャンスでもあり
ます。望遠鏡を使って、宇宙探索も面白いですね。 
 そして、この春の最大の見どころは、金星です。
夕方の西の空にひと際明るく輝いて見えています。
５月中旬までが見ごろです。 

５月 １日 上弦
    ５日 立夏（太陽の黄経が45°になる）
    ７日 満月 
   １４日 下弦 
   ２０日 小満（太陽の黄経が60°になる）
   ２３日 新月 

３０日 上弦

４ ６月の星空

６月 ４日 水星が東方最大離角（夕方西の低空）
    ５日 芒種（太陽の黄経が75°になる）
    ６日 満月（明け方の月で半影月食） 
   １０日 入梅（太陽の黄経が80°になる）
   １３日 下弦 
   ２１日 夏至（太陽の黄経が90°になる）
       部分日食（日本各地で見られる） 
        ＊中国・台湾方面では金環日食
   ２８日 上弦 

 昨年１２月の部分日食に続いて半年ぶりに日本各地で見られる部分日食です。中
国・台湾方面では、金環日食が見られます。次回、日本で観察できる日食は、2023
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４月 ５日２４時ごろ
 ４月２０日２３時ごろ 
 ５月 ５日２２時ごろ 
 ５月２０日２１時ごろ 
 ６月 ５日２０時ごろ 
 ６月２０日１９時ごろ 
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６月２１日部分日食 
年。それも極僅かに欠けるだけなので、今回はぜひ見てみたいですね。専用の観察メガネを用意する等、眼の保護のた
めの事前準備もとても大切です。ただ、梅雨時で天気がかなり心配です。 

奥三河☆星空の魅力を伝える会
星空案内人 萩野祐司 


